
の
代
時
戸
江
、
所
名
光
観
の
市
騨
飛

、
い
思
と
人
本
日
。
女
美
ド
ン
ウ
バ
ン
イ

員
全
族
家
。
客
光
観
の
ら
か
北
台

い
で
ん
し
楽
を
光
観
の
内
市
騨
飛
で

川
小
る
い
て
し
い
飼
し
放
を
鯉
。
た

。
た
い
て
し
策
散
を
畔
の

　

笑
、
と
る
げ
あ
て
け
分
を
さ
え
の
鯉

い
じ
お
た
し
行
同
。
だ
歳
八
十
二
な
グ

。
派
日
親
る
か
わ
が
語
本
日
は
ん
さ

　

と
い
た
き
行
の
ん
さ
い
じ
お
「

家
。」
す
ま
い
て
し
光
観
を
ろ
こ

。
だ
人
美
湾
台
の
い
思
族

「

た
れ
さ
り
取
横
を
客

」

「

か
の
る
入
に
下
傘
の
局
薬
ギ
ス
で
Ａ
＆
Ｍ

」

。
る
い
で
ん
呼
を
題
話
と

が
た
し
出
ち
打
を
策
施
の
上
以
目
項
十
六

、「

か
の
る
い
て
き
で
現
実
は
策
施
る
き
で
感
実
を
さ
か
豊
が
民
県
、
が
く
行
く
よ
は
に
外
海

」
と

る
い
て
い
噴
が
判
批

。
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貧
税
納
と
さ
る
ふ
「
は
県
島
徳

使
を
恵
知
に
却
脱
の
ら
か
」
県

寄
の
度
年
六
和
令
。
だ
き
べ
う

千
三
億
三
十
四
約
は
額
入
受
付

。
だ
況
状
い
寒
お
。
１
ト
ス

　

礼
返
な
華
豪
は
税
納
と
さ
る
ふ

自
、
が
だ
ち
が
め
集
を
目
注
が
品

の
り
く
づ
ち
ま
、
り
な
に
入
収
が

る
え
増
が
付
寄
。
る
え
使
に
業
事

。
る
え
増
が
源
財
、
ど
ほ

　

は
ツ
コ
す
や
増
を
税
納
と
さ
る
ふ

Ｒ
Ｐ
、
し
や
増
を
数
品
商
の
品
礼
返

。
か
す
や
増
に
か
い
を
体
媒

を
品
礼
返
で
し
起
り
掘
の
源
資
域

急
を
付
寄
し
や
増

年
昨
。
た
せ
さ
増

は
額
総
付
寄
の
度

徳
。
円
億
五
十
約

三
の
体
全
県
島

だ
一
の
分

。

　

県
や
県
島
徳

ふ
も
体
治
自
内

の
税
納
と
さ
る

だ
ず
は
る
い
て

下
が
Ｒ
Ｐ
、
が

使
も
で
何
は
の
も
る
え
使
「。
だ
手

る
や
、
転
機
と
恵
知
う
い
と
」
う

。
い
な
れ
ら
じ
感
が
さ
欲
貪
と
気

　

運
が
社
商
域
地
の
県
、
ば
え
例

サ
の
」
島
徳
よ
で
る
あ
「
る
す
用

産
ド
ン
ラ
ブ
産
特
の
内
県
。
ト
イ

納
と
さ
る
ふ
、
が
る
す
介
紹
を
品

二
石
一
。
い
な
が
ク
ン
リ
の
と
税

三
、
鳥

鳥

。
い
な
が
想
発
の

　

。
屋
島
高、
ば
え
例
。
い
な
い
て
き
で

ガ
税
納
と
さ
る
ふ
「
に
け
向
員
会

島
徳
、
が
る
い
て
し
行
発
を
子
冊

。
し
な
は
介
紹
の
体
治
自
内
県

　

な
れ
し
も
か
の
る
要
が
料
介
紹

な
店
貨
百
。
だ
費
経
要
必
、
が
い

と
設
施
業
商
る
ま
集
が
者
費
消
ど

。
だ
き
べ
す
用
活
効
有
を
度
制
税

　

付
寄
、
ば
れ
え
増
が
付
寄

業
事
り
く
づ
ち
ま
で
け
だ
金

理
物
宙
宇
う
い
と
デ
ン
カ
オ

騨
飛
る
あ
か
設
施
験
実
の
学

運
を
設
施
験
体
で
金
付
寄
、
は
市

。
る
い
て
め
集
を
客
光
観
。
営

　

が
み
組
り
取
の
町
井
石
は
で
内
県

活
を
金
付
寄
。
る
い
で
ん
呼
を
題
話

書
図
動
移
た
い
て
れ
さ
止
廃
て
し
用

と
例
事
目
注
も
で
ト
イ
サ
の
省
務
総

。
る
い
て
れ
さ
介
紹
て
し

　

対
を
ど
な
イ
タ
、
港
香
や
国
韓

、
が
だ
県
島
徳
む
組
り
取
で
ン
ウ

。
だ
性
過
一
は
果
効
ド
ン
ウ
バ
ン
イ

ほ
れ
ど
は
体
治
自
内
県
て
し
た
は

　

収
の
体
治
自
が
額
半
の
付
寄

に
業
事
り
く
づ
ち
ま
り
な
に
入

。
税
納
と
さ
る
ふ
る
き
で
用
活

財
の
り
く
づ
ち
ま
な
能
可
続
持

を
恵
知
、
に
め
た
の
保
確
源

。
だ
き
べ
す
却
脱
ら
か

　

地
、
は
で
談
対
の
長
市
騨
飛
・）
く
づ
つ
（
竹
都
と
長
市
波
阿
・
田
町

接
隣
に
市
山
高
る
せ
寄
し
押
が
客
ド
ン
ウ
バ
ン
イ
、
で
人
万
二
約
口
人

し
底
徹
「、
て
し
と
ト
ン
イ
ポ
の
興
振
光
観
は
長
市
竹
都
。
市
騨
飛
る
す

。
た
し
調
強
を
」
し
起
り
掘
の
源
資
域
地
た

　
　

を
動
活
治
政
で
町
茂
松

続
継飯

昨
は
事
知
元
泉

院
衆
の
月
十
年

。
選
落
で
区
二
島
徳
選

し
言
宣
を
退
引
界
政

の
町
之
仲
市
島
徳
。
た

県
葉
千
む
住
が
妻
、
い

。
た
れ
わ
思
と

し
散
解
は
体
団
治
政

団
治
政
三
ど
な
会
援
後

。
転
移
に
町
茂
松
は
体

Ｂ
Ｏ
県
に
者
任
責
計
会

活
復
が
氏
輝
泰
口
山
の

約
は
金
資
治
政
る
す
ル

。
だ
円
万
百
四

ら
か
末
月
七
年
今

の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ど
な
」
た
し
ま

衆
期
次
「。
開
再
も
信
発

で
認
公
主
民
民
国
に
選
院

が
報
情
怪
の
と
」
か
馬
出

。
た
れ
さ
目
注
が
向
動
と

　

は
話
な
ん
そ
「
は
主
民
民
国

区
二
島
徳
選
院
衆
期
次
。
定

補
候
薦
推
は
い
る
あ
認
公
の

の
事
知
元
泉
飯
に
肢
択
選
の

。
だ
う
よ
い
な
は
前
名

　

徳
選
院
衆
年
昨
は
主
民
民
国

薦
推
を
事
知
元
泉
飯
で
区
二
島

ボ
ら
か
初
当
は
者
両
、
が
た
し

の
惑
思
や
い
違
け
掛
の
ン
タ

　

国
、
初
当
は
事
知
元
泉
飯

で
区
一
島
徳
し
対
に
主
民
民

民
国
。
た
し
頼
依
を
薦
推
の

連
「」
い
な
が
算
勝
「
は
主
民

永
橋
高
が
合

氏

す
援
支
を

飯
。
否
拒
で
由
理
の
と
」
る

と
へ
区
二
島
徳
は
事
知
元
泉

。
た
し
換
転
向
方

　

け
付
由
理
の
馬
出
選
院
衆

国
「
は
事
知
元
泉
飯
て
し
と

打
を
薦
推
ら
か
方
の
主
民
民

」
れ
く
て
し
に
と
こ
た
し
診

泉
飯
も
主
民
民
国
。
頼
依
と

三
、
て
て
立
を
顔
の
事
知
元

。
た
し
出
演
を
居
芝
文

、
せ
さ
続
存
を
体
団
治
政

元
泉
飯
う
窺
を
選
院
衆
期
次

昨
、
で
馬
出
属
所
無
。
事
知

民
自
や
票
守
保
た
し
得
獲
年

り
取
を
票
明
公
た
し
反
離
と

い
な
れ
侮
様
同
年
昨
、
ば
め
込

。
る
あ
は
性
能
可
る
な
に
在
存

負
「
た
し
残
で
年
十
二
期
五政

界

、
の
の
も
た
し
言
宣
退
引

松
ど
な
続
存
の
体
団
治
政

す
く
が
火
り
残
的
治
政
で
町
茂

選
院
衆
期
次
。
事
知
元
泉
飯
る
ぶ

人
本
は
か
う
ど
か
る
す
馬
出
に

に
な
ん
そ
は
況
状
、
が
だ
手
勝
の

。
い
な
く
甘

」
帳
去
過
治
政
「
の
年
十
二
期
五

の
負
は
の
く
つ
に
目
、
と
る
見
を

喧
を
」
長
会
事
知
国
全
代
三
十
第
「

を
展
発
島
徳
、
が
た
し
伝

績
実
る
せ
さ
感
実
に
民
県

。
い
な
少
は

　

し
身
転
ら
か
僚
官
務
総

運
政
県
。
事
知
元
泉
飯
た

事
ト
フ
ソ
、
は
長
特
の
営

政
県
ト
ン
ベ
イ
の
心
中
業

で
ト
ン
ベ
イ
軽
手
お
。
…

の
ら
自
も
ト
ン
ベ
イ

象
。
た
し
先
優
を
味
趣

記
ま
し
く
と
が
例
事
徴

女
の
意
懇
が
事
知
元
泉
飯
む
嗜

を
つ
つ
う
に
楽
音
。
立
設
を
ラ

。
た
し
か
抜

で
間
年
七
は
費
県
た
し
入
投

約

十

長
社
性
女
が
円
億
八
。
円
億、

れ

約

の
長
社
性
女
が
円
億
三

事
知
元
泉
飯
、
れ
さ
発
摘
が
税

。
た
い
か
を
恥
大
は

　

費
県
な
大
莫
に
ト
ン
ベ
イ
発
単

ベ
イ
。
事
知
元
泉
飯
た
し
入
投
を

。
性
過
一
は
果
効
ト
ン

約

円
億
十

持
の
業
事
ケ
オ
念
記
た
し
入
投
を

。
い
な
れ
ら
見
も
ら
け
か
在

任

実
に
民
県
で
間
年
四
期

ベ
イ
る
き
で
示
誇
を
績

泉
飯
た
し
先
優
を
政
行
ト
ン

間
時
の
上
以
年
四
。
事
知
元

」
り
く
づ
の
も
「
る
か
か
が

　

飯
、
が
た
れ
わ
問
が
調
協
市

や
惑
思
的
治
政
は
事
知
元
泉

対
に
市
島
徳
。
先
優
を
子
面

を
ト
ン
メ
ス
ラ
ハ
的
政
行
し

。
た
け
か
を
キ

の
画
計
市
都
は
代
時
政
市
原

込
い
追
に
殺
自
を
長
課
県
、
け

時
政
市
藤
遠
の
目
期
一
。
だ
ん

遠
で
題
問
与
貸
の
地
有
県
は
代

わ
食
に
気
が
応
対
の
長
市
藤

。
た
め
や
を
議
協
、
ず

　

所
か
十
二
内
国
に
年
八
十
二

た
し
出
ち
打
を
針
方
備
整
の

と
国
、
め
た
た
し
唱
提
を
ナ

　

目
期
五

に
盤
終

の
会
議
県

校
高
業
工
東
て
け
受
を
言
提

を
れ
遅
に
県
他
、
が
た
し
出
ち

ア
れ
遅
回
周
「
の
じ
煎

民
県
で
ト
ン
ベ
イ
性
過
一

か
の
間
時
、
い
買
を
心
歓
の

績
実
」
り
く
づ
の
も
「
る
か

二
「。
事
知
元
泉
飯
い
な
が

け
だ
れ
ど
は
島
徳
で
間
年
十

が
民
県
と
」
か
の
た
し
展
発

。
だ
然
当
も
の
く
抱
を
問
疑

問
疑

、
質
資
治
政
ぶ
呼

の
」
力
間
人
「
な
的
命
致

如
欠政

呼
を
問
疑
も
質
資
治

求
に
家
治
政
。
だ
ん

人
や
情
人
理
義
る
れ
ら
め

思
る
す
対
に
者
弱
、
味
間

例
一
。
だ
如
欠
の
り
や
い

の
へ
区
二
島
徳
選
院
衆
が

衆
口
山
る
あ
恩
大
。
馬
出

。
た
し
告
布
戦
宣
に
員
議
院

　

事
知
年
五
和
令
は
事
知
元
泉
飯

援
支
の
員
議
院
衆
口
山
で
選

出
、
中
の
雨
大
。
た
け
受
を

を
援
支
、
け
付
け
駆
に
式
陣

泉
飯
、
年
翌
。
た
け
か
び
呼

に
員
議
院
衆
口
山
は
事
知
元

。
た
し
翻
を
旗
反

　

返
で
挙
選
は
り
借
の
挙
選

ら
め
求
に
家
治
政
、
が
の
す

に
り
取
を
首
の
員
議
院
衆
口

衆
下
「
い
な
も
ら
け
か
の
情
人

。
た
げ
下
を
価
評
と
」
家
治
政

　

、
に
中
挙
選
は
事
知
元
泉
飯

々
方
の
元
地
「
で
内
市
好
三

れ
く
て
い
聞
を
と
こ
う
言
も

」
る
あ
が
声
う
い
と
』
い
な

下
き
こ
を
員
議
院
衆
口
山
と

」
か
う
言
で
ま
こ
そ
「、
し
ろ

。
た
せ
さ
れ
き
あ
を
民
県
と

　

配
る
す
対
に
者
弱
的
会
社

の
線
目
ら
か
上
、
さ
な
の
慮

者
記
。
た
し
呈
露
々
度
も
性
間
人

症
動
多
で
り
振
手
り
振
身
で
見
会

展
発
に
動
騒
禍
舌
。
揄
揶
を
群
候

。
た
れ
ま
込
い
追
に
罪
謝
、
し

　

妖
「、
は
で
画
動
Ｒ
Ｐ
の
博
怪
妖

堪
。
い
さ
だ
く
て
し
能
堪
を
博
怪

い
な
ら
な
に
炎
嚢
胆
て
ぎ
過
し
能

苦
で
炎
嚢
胆
「。
言
発
と
」
に
う
よ

い
な
ら
か
わ
が
ち
持
気
の
人
む
し

。
た
い
招
を
判
批
と
」
か
の

知
国
全
代
三
十
第
。
氏
泉
飯
た
し

、
が
た
め
詰
り
登
で
ま
に
長
会
事

家
治
政
ど
な
り
や
い
思
の
へ
者
他

希
が
」
力
間
人
「
る
れ
ら
め
求
に

落
ぎ
次
相
と
選
院
衆
、
選
事
知

で
町
茂
松
て
し
と
者
武
ち
落
。
選

政
。
事
知
元
泉
飯
る
め
潜
を
り
鳴

衆
、
て
し
に
故
反
を
言
宣
退
引
界

走
に
挙
暴
の
馬
出
ジ
ン
ベ
リ
選
院

「。
つ
一
は
葉
言
る
贈、
ら
な
る

…
長
会
事
知
国
全
代
三
十
第
恥

。」

▲ふるさと納税の活用やブランド戦略など、まちづくり
について活発に意見交換する町田市長（　右）と都竹市長。

▲高島屋が会員に送る「ふるさと納税ガイ
ドブック」。徳島県内の返礼品は全く紹介
されていない。

　

。
だ
託
委
間
民
の
け
ら
だ
謎

ン
ソ
ラ
マ
ま
し
く
と
の
年
来

の
社
会
ト
ン
ベ
イ
を
営
運
。
だ

費
経
で
活
民
。
る

縮

待
期
が
減

や
費
業
事
か
ぜ
な
、
が
た
れ
さ

。
る
い
て
え
増
が
金
担
負
県

民
の
営
運
は
ビ
ソ
ア
★
チ
マ

間
民
の
営
運
は
ン
ソ
ラ
マ
、
が

。
た
え
増
が
担
負
の
県
で
託
委

が
果
効
活
民
の
営
運
ト
ン
ベ
イ

。
る
い
て
れ
か
分

　

行
実
が
県
は
ン
ソ
ラ
マ
の
年
今

質
実
、
り
切
仕
を
局
務
事
会
員
委

約
は
入
収
業
事
。
た
し
営
直
に
的

百
八
千
四
が
県
。
円
万
千
一
億
二

島
徳
と
市
島
徳
、
し
担
負
を
円
万

。
た
し
担
負
つ
ず
円
万
千
一
が
聞
新

　

員
委
行
実
も
ン
ソ
ラ
マ
の
年
来

こ
、
が
る
す
続
継
を
式
方
会

職
県
て
し
と
局
務
事
で
ま
れ

一
で
大
最
は
料
託
委
。
る
す

。
だ
円
万
百
八
千
五
億

　

は
費
業
事
で
託
委
間
民

円
万
百
四
千
三
り
よ
年
今

円
万
千
五
億
二
約
て
え
増

三
も
金
担
負
県
。
る
な
に

千
八
て
え
増
円
万
百
五
千

当
担
。
る
な
に
円
万
百
三

よ
の
次
を
由
理
額
増
は
課

。
る
す
明
説
に
う

　

が
員
職
県
は
で
ま
れ
こ
「

の
ン
ソ
ラ
マ
で
い
扱
免
職

が
費
件
人
の
そ
。
た
き
て

の
そ
。
円
万
百
五
千
三
約

る
す
託
委
に
間
民
を
事
仕

ス
（」
す
で
と
こ
う
い
と

ら
か
る
振
に
間
民
を
事
仕

増
が
金
担
負
県
や
費
業
事

、
が
だ
法
論
う
い
と
る
え

点
一
第
。
つ
二
は
点
題
問

三
に
当
本
は
費
件
人
「
は

。」
か
の
た
い

拠
根
の
円
万
百
五
千
三

」
い
な
き
で
示
開
「、
と
う
問
を

の
員
職
県
、
し
も
。
え
答
の
と

業
託
委
は
円
万
百
五
、
ら
な

。
だ
り
盛
手
お
の
へ
者

」
費
経
れ
隠
「
が
点
二
第

ソ
ラ
マ
の
年
今
。
だ
在
存
の

し
と
局
務
事
、
は
に
支
収
の
ン

な
ら
た
当
見
は
出
支
費
件
人

費
経
と
ん
ち
き
ら
な
来
本
。
い

。
だ
き
べ
す
上
計
て
し
と

　

一
約
は
支
収
ン
ソ
ラ
マ
の
年
今

の
員
職
県
し
も
。
字
黒
の
円
万
千

い
て
し
ト
ン
ウ
カ
を
出
支
費
件
人

字
赤
の
円
万
百
五
千
二
約
、
ら
た

」
し
隠
字
赤
「
が
」
費
経
れ
隠
「。
だ

。
た
い
て
し
揮
発
を
能
機
の

　

れ
こ
を
費
件
人
の
員
職
県
し
も

計
て
せ
ま
込
れ
紛
に
費
業
事
で
ま

間
民
の
年
来
、
ら
な
た
い
て
し
上

す
額
増
を
費
業
事
で
託
委

員
職
県
。
い
な
は
要
必
る

間
民
を
出
支
費
件
人
の
へ

。
だ
け
だ
い
い
ば
せ
わ
ま
に

　

の
的
目
の
託
委
間
民

。
だ
減
縮
費
経
は
つ
一

社
同
は
の
た
し
加
参
に

働
は
理
原
争
競
。
け
だ

。
だ
託
委
値
い
言
、
ず
か

　

今
は
ン
ソ
ラ
マ
の
年
来

委
間
民
の
営
運
は
の
る
な

経
ぜ
な
で
託
委
間
民
。
託

れ
隠
。
か
の
る
え
増
が
費

覚
発
が
営
運
字
赤
や
費
経

。
ン
ソ
ラ
マ
た
し

を
態
実
営
運

。
だ
き
べ
す
示
開
と
ん
ち
き

　
　
　
　
　　

年
昨
。
る
い
て
め
潜
を
り
鳴
で
町
茂
松
が
長
会
事
知
国
全
代
三
十
第

七
。
続
存
も
今
で
町
茂
松
は
体
団
治
政
、
が
た
し
選
落
で
選
院
衆
月
十

認
公
主
民
民
国
ら
か
区
二
島
徳
「。
開
再
も
信
発
報
情
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
末
月

で
動
活
事
知
の
年
十
二
期
五
。
た
れ
流
も
報
情
怪
の
と
」
か
の
る
出
で

選
落
選
院
衆
。
事
知
元
泉
飯
た
し
残
を
産
遺
の
負
ど
な
惑
疑
ケ
オ
念
記

▲映画「あゝ野麦峠」。病気で兄の辰次郎に背負われ
て帰郷の途中、「あっ飛騨が見える」と言って息を引
き取った(1909)。まだ20才という若さだった。映
画のその場面、野麦峠にある政井みね兄妹の像。

▲飛騨市に実験施設「スーパーカミオカンデ」がある東大
の宇宙物理学研究では、小柴昌俊教授と梶田隆章教授がノー
ベル賞を受賞した。体験施設「ひだ宇宙科学館カミオカラボ」
は多くの入場者で賑わっている。

「

む
住
が
人
は
市
騨
飛

し
か
生
を
性
特
、」
ち
ま

略
戦
光
観
た飛

約
は
客
光
観
間
年
の
市
騨

百
約
の
市
山
高
の
隣
。
人
万

五

一
の
分

時
戸
江
は
に
市
山
高
。
だ

界
世
や
み
並
町
す
残
を
影
面
の
代

バ
ン
イ
、
り
あ
が
郷
川
白
の
産
遺

。
る
い
て
せ
寄
し
押
が
客
ド
ン
ウ

山
高
は
市
騨
飛
「
は
長
市
竹
都

発
爆
「、
て
し
と
」
う
違
は
と
市

と
る
来
が
客
ド
ン
ウ
バ
ン
イ
に
的

う
ろ
や
を
と
こ
じ
同
と
と
こ
う
い

。
す
示
を
識
認
の
と
」
い
な
い

な
は
で
ち
ま
る
す
物
見
て
き
と

。
す
で
ん
な
ち
ま
む
住
が
人
、
く

に
的
発
爆
、
く
な
少
も
設
施
泊
宿

仕
い
な
ち
落
が
金
お
も
て
来
が
人

ず
せ
向
志
は
ろ
こ
と
う
い
う
そ

い
着
ち
落
も
で
数
人
い
な
少
、
に

ど
な
り
く
づ
ち
ま
の
草
薬
。
す
ま

都
（」
す
で
れ
そ
に
さ
ま
は

。）
長
市
竹

廃

た
し
用
活
を
線ク

イ
バ都

の
た
し
目
着
が
長
市
竹

り
掘
の
源
資
域
地
、
が

事
表
代
。
だ
用
活
利
や
し
起

走
で
車
転
自
を
上
の
道
鉄
岡

。
だ
の
も
う
い
と
る
れン　

人
法
Ｏ
Ｐ
Ｎ
は
用
運
の
車
転

う
行
で
働
協
民
官
。
う
行
が

。
だ
業
事
光
観
験
体

八
約
は
者
用
利
の
間
年
一
年
昨
「

間
年
が
い
飼
鵜
の
川
良
長
。
人
万

の
人
法
Ｏ
Ｐ
Ｎ
。
人
千
四
万
八
約

れ
そ
。
円
万
千
一
約
が
益
利
間
年

や
う
い
と
う
ら
も
て
し
資
投
再
を

。）
長
市
竹
都
（」
す
で
方
り

に
設
施
験
実
の
学
理
物
宙
宇
う
い

出
輩
人
二
を
者
賞

年
二
〇
〇
二
（

に
ノ

・

昌
柴
小

俊

、
氏

・

に
年
五
一
〇
二

梶

章
隆
田

氏
）
しＲ

Ｐ
、
が
だ
設
施
の
大
東
る
い
て

き
引
が
市
騨
飛
を
割
役
の

。
た
け
受

修
改
を
店
売
の
駅
の
道

神
館
学
科
宙
宇
騨
飛
て
し

理
物
宙
宇
う
い
と
ボ
ラ
岡

を
設
施
る
き
で
感
体
が
学

企
は
に
源
財
。
た
し
備
整

合
と
税
納
と
さ
る
ふ
版
業

。
た
し
用
活
を
債
例
特
併

。
人
万
三
十
は
者
場
入
間
年

納
と
さ
る
ふ
は
市
騨
飛

支
の
学
理
物
宙
宇
に
税

い
て
し
集
募
を
付
寄
、
り

約
は
額
付
寄
の
間
年
。
る

る
な
と
入
収
。
円
万
千
五

で
円
万
百
五
千
二
の
額
半

。
る
い
て
し
営
運
を
設
施

無
は
料
場
入
の
設
施

。
る
い
て
え
増
々
年
は
者
場
入
。
料

。
円
万
千
一
約
は
費
営
運
の
間
年

金
余
剰
、
で
字
黒
な
幅
大
は
支
収

。
る
い
て
て
立
み
積
て
え
備
に
ル

入
、
ず
わ
使
も
銭
一
を
税
市
「

運
で
け
だ
付
寄
、
料
無
は
料
場

を
身
中
は
設
施
う
い
う
こ
。
す

。
す
で
ん
い
な
け
い
と

立
積
ま
い
。
す
で
ん
る
い
て
し
を

。
す
で
態
状
る
れ
か
掛
り
取
に
ル
ア

だ
た
は
り
く
づ
ち
ま
の
草
薬

。
設
施
験
実
は
ボ
ラ
岡
神
、
線

こ
う
使
て
し
と
源
資
を
ら
れ
そ

で
ん
る
き
で
用
活
に
光
観
で
と

。）
長
市
竹
都
（」
す

ブ

り
売
で
略
戦
ド
ン
ラ

ば
あ
の
騨
飛
「
た
し
出

」
鮎
れブ

も
に
り
く
づ
品
産
ド
ン
ラ

。
だ
鮎
。
る
い
で
ん
組
り
取

鮎
る
れ
獲
で
流
下
川
宮
の
内
市

て
し
と
」
鮎
れ
ば
あ
の
騨
飛
「
を

材
食
が
亭
料
流
一
、
し
出
り
売

。
た
し
立
確
を
ジ

ら
み
顧
り
ま
あ
は
て
つ
か
は
鮎
「

て
し
住
移
に
騨
飛
が
人
名
り
釣
鮎

番
一
が
鮎
の
こ
こ
で
本
日
『、
て
き

を
興
振
の
鮎
、
ら
か
う
言
と
』
だ

。
す
で
ん
た
め
始

』
い
ご
す
は
鮎
の
こ
く
か
に
と
『
が

東
ま
い
、
て
れ
く
て
め
始
い
使
と

て
べ
す
は
舗
店
全
の
万
だ
な
の
京

。）
長
市
竹
都
（」
す
で
鮎
の
騨
飛

設
施
凍
冷
る
す
凍
冷
速
急
を
鮎

ン
ラ
ブ
で
金
成
助
や
金
助
補
の
へ

る
す

騨
飛

今
は
」
鮎
れ
ば
あ
の
だ
ひ
「。
市

き
利
た
れ
さ
催
開
で
県
知
高
、
年

て
し
賞
受
を
リ
プ
ン
ラ
グ
で
会
鮎

に
他
の
そ
。
る
い

ン
リ
オ
の
牛
和

つ
持
を
績
実
の
覇
連
」
会

、
牛
騨
飛

鶏
地
騨
飛

味
葉
朴
、
菜
山
騨
飛
、

。
だ
富
豊
は
材
食
等
噌

産

新
・
湾
台
る
す
索
模
を
流
交
業

港(

ン
ガ
ン
シ

)

流
交
際
国
の
と
郷

飛

意
創
も
に
流
交
際
国
は
市
騨

台
。
る
い
て
し
ら
凝
を
夫
工

港
新
の
県
義
嘉
湾

）
当
相
に
市
は
郷
（郷

携
提
市
都
好
友
と

、
が
る
い
で
ん
結
を

る
な
に
形
の
好
友
「

々
様
と
」
を
の
も

イ
ラ
ト
に
み
試
な

。
る
い
て
し

今
は
携
提
好
友
「

年
昨
。
目
年
九
で
年

と

ゴ
の
う
向
、
り
た
し
出
輸
を
ン
メ

。
す
ま
い
て
め
進
を
備
準
の

。
た
し
ま
し
売
販

、
は
で
流
交
の
と
郷
港
新

お
も
か
し
、
流
交
る
あ
の
形

。）
長
市
竹
都
（」
す
ま
い

・
竹
都
と
長
市
波
阿
・
田
町

口
山
、
は
談
対
の
長
市
騨
飛

）
区
二
島
徳
（員
議
院
衆
一
俊

院
衆
司
圭
屋
古
と

）
区
五
阜
岐
（
員
議

騨
飛
「。
介
仲
が

り
く
づ
ち
ま
の
市

長
市
田
町
と
」
ら
た
し
に
考
参
を

。
た
し
診
打
に

地
「
は
長
市
田
町
た
え
終
を
談
対

て
し
こ
起
り
掘
を
源
資
域
地
に
道

ン
ヒ
の
く
多
は
り
く
づ
ち
ま
く
い

ラ
ト
も
市
波
阿
に
等
り
く
づ
ち
ま■

市
騨
飛

万
二
は
口
人
。
市
の
部
北
最
県
阜
岐

面
。）
在
現
日
一
月
九
（
人
八
八
三
、
一

動
自
は
業
産
な
主
。
林
山
は
半
大
の
積

牛
騨
飛
、
業
造
製
の
等
具
家
、
品
部
車

。
だ
業
林
の
等
材
製
、
業
農
の
等
菜
野
や

学
科
宙
宇
、
ク
イ
バ
ン
テ
ン
ウ
マ

。
る
れ
ら
知
も
で
設
施
究
研

が
の
た
め
広
を
前
名
の
市
騨
飛

た
し
表
発
が
実
茂
本
山
の
家
作

麦
野
ゝ
あ
「

峠

え
越
を
峠
麦
野
。」

工
女
く
行
に
き
働
に
場
工
糸
製
て

ふ
の
し
竹
大
。
た
い
描
を
姿
の
ら

を
動
感
で
ビ
レ
テ
や
画
映
の
演
主

。
だ
ん
呼

　

都

筑
。
目
期
三
在
現
は
長
市
竹

元
業
卒
類
学
会
社
学
大
波

、

阜
岐

源
財
を
税
納
と
さ
る
ふ
。
員
職
県

り
掘
を
源
資
域
地
、
策
施
た
し
に

口
人
、
ど
な
興
振
光
観
た
し
こ
起

ま
な
能
可
続
持
た
し
応
対
に
少
減

る
い
で
ん
組
り
取
に
り
く
づ
ち

。


